
し も つ け

大光寺橋

大神神社（栃木市惣社町）
おおみわ

親らん聖人お手植え桜

県道栃木宇都宮線

国府南小

資料館

宮野辺神社

甲塚古墳

紫雲寺

市営墓地
大海人歌碑

常葉亭（ステージ）

10picnic
 Tables

10
picnic
Tables

石割桜

山ノ神塚
排水処理場

排水処理場

鉢形用水

排水処理場

薬明院跡

そば道場
平成10年涼風公園

藤己公園

ログハウス 研修棟

特老ホーム
まほろばの里

見晴台

淡墨亭

絶句桜芝生広場

紫草塚

柿本人麻呂歌碑

下野国庁跡
（栃木市田村町
　　　・宮ノ辺）前殿

蓮華寺

栃木へ

早道

蛇骨塚

旧国分寺村45号墳

同44号墳

平成の丘

国見山

ホトトギス草

渡来古銭12,441枚出土

拾珠亭
（休憩所）

子宝橋

修学の門

藤の花

坊ちゃん列車

ハス池

古民家カフェ
「夜明け前」

こども広場
（大型複合施設）

石割桜

彼岸桜

万葉植物園
水生植物園

万葉亭
（休憩所）

オトカ塚

カタクリ草

犬養孝万葉歌碑
（防人のうた）

秋山亭
（研修室）

姿橋

姿
川

姿
川

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

サイクリングロード

シ
ャ
ボ
ン
玉
通
り

学
校
通
り

小
山
用
水
通
り

遊
歩
道

薬
師
川

旧
日
光
道
中
小
金
井
宿
の
お
も
か
げ
が
残
る

小
金
井
西
通
り

通
学
道
路

下流約2kmで
思川に合流

オニビシの群生地

沼

金石

玉橋

くがね

銀橋明日香川 しろがね

伝・紫式部の墓

飯塚一里塚

摩利支天塚古墳
小山市摩利支天塚・琵琶塚古墳資料館

琵琶塚古墳

竜神社

カラクリ
水車

野点会場

遺跡の広場

山桜群生

ゆめざくら

史跡を結ぶ
すてきな道路

うすずみ街道

壬生へ

北関東自動車道
壬生ICへ

壬生へ 県道笹原壬生線

県指定史跡
愛宕塚古墳

国指定史跡

県指定文化財
丸塚古墳

市指定文化財
釈迦如来坐像

五輪塔

かんぴょう

薬師堂
国分寺 旧国分寺西小学校

中世城館といわれる
箕輪城跡

障害福祉サービス事業
多機能型事務所　工房つばさ

県外からもキャンプに訪れる
つるまき公園

ライスセンター

鷲宮神社

磐裂根裂神社

箕輪橋

宮前橋

保健福祉センター
ゆうゆう館

紅橋
御使者橋

あかね亭

紫橋

坂下橋

雷橋

みのわ古城公園

川西神社

愛宕神社

山王塚古墳

県道栃木二宮線

聖武館

ミニ
新幹線
運行

下野国分寺跡
（金光明四天王護国之寺という）

下野国分尼寺跡

花広場

とちぎの祭り百選
天平の花まつり

とちぎの景勝百選

とちぎの自然百選

国分寺

川中子

とちぎ川と道百選

182ha

柴工業団地

箕輪

笹原

祇園

緑

紫

医大前

烏ヶ森

柴

駅東

小金井

（法華滅罪之寺という）

国分寺跡
から3km 下野薬師

寺へ6.3k
m

西

東

南

僧寺・尼寺
間600m

古代史跡3ヵ所見学
すると勉強になるよ！

グラウンド
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額田王歌碑
1

は

き
あ

く

さ

お

か

え

こ

い

け
つ

へ

の た

ち

て

下野市立しもつけ風土記の丘資料館

栃木県埋蔵文化財センター

国指定史跡

三島神社

稲荷神社

自治医科大学
附属病院

国指定史跡
下野薬師寺跡
下野薬師寺歴史館

道
の
駅
し
も
つ
け戒壇堂跡

（六角堂）

安國寺

龍興寺
シラカシ

歴史館

鑑真和尚碑

龍興寺

市民活動センター

教習所

ここに流れ込む
のは雨水だけ

グリーンタウン
調整池

モニュメント「天平の空」

こがねい
保育園

おきん桜（伝）
墓地

国分寺
公民館

長瀞休憩所

　きみはえらい学校までもうすこしおうちまでもうすこし

下野市役所

蓮行寺

旧小金井宿本陣

金井神社

慈眼寺

国分寺中学校

西原公園

八竜神公園

八竜神社

新川橋

坂上橋

運動公園

姿亭

土地改良記念碑

児童館

日酸公園

成就院

淡雪亭

そよ風亭

ケガした電車を
　　助けた電車 泉川

栄橋

小山用水親水公園
約500m二段構造

国土交通省
工事事務所
国土交通省
工事事務所

一
里
塚
ま
で
旧
日
光
街
道
が
残
る 荒

井
街
道

小
山
用
水

愛泉幼稚園
南原公園

名木の
椎の木が
ある

みゆき通り

みどり橋

小金井
郵便局跡 ゆうゆう公園

祇園原
公園

天平の丘へ
小金井駅西通り

国分寺小学校

JA小山
国分寺支店

ぜひおよりください
オアシスポッポ館

東方館

柴南公園

薬師堂

夕顔亭

蛍亭

鵜飼佐十郎の社

真岡へ

商工会館

武道館

柴公園

しば保育園

下野
小金井
郵便局

児童館

夕やけ公園

馬場の傘松

北山亭

三光神社

宮路神社

上芝公園

丸野公園
第二愛泉
幼稚園

第二薬師寺
幼稚園

東方の門
友愛館

区画整理記念

国分寺図書館

江戸の手習い
俳諧碑

すてきな鐘楼

小金井仁良川線

（コブシ通り）

JRA競走馬
総合研究所

自
治
医
大
駅

小
金
井
駅

Ｊ
Ｒ
小
山
車
両
セ
ン
タ
ー

東
北
新
幹
線

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線（
東
北
本
線
）

烏ヶ森公園

昭和41年開業

昭和32年
宇都宮まで電化

諏訪山遺跡
（東山道）

市指定文化財
渡来古銭
16655枚出土

法華寺跡

北台遺跡
（推定東山道跡）

久保公園

土橋公園

笹竹公園

下野ブランド
認定の

祇園原の松林

昭和58年開設

駐輪場

駐輪場

東口
昭和41年開設

哲
学
の
道

古館公園

諏訪山公園

国分寺東小学校

星宮神社

諏訪神社

宝篋印塔

栃木県立国分寺
特別支援学校

むつみ愛泉こども園

蒸気機関車の動輪の
モニュメントと
平和の礎

平
和
の
礎

昭
和
二
十
年
七
月
二
十
八
日

小
金
井
駅
戦
災

平
成
十
年
秋
　
国
分
寺
町
之
建

古泉馬頭観音

八幡宮

市指定文化財

江戸より22番目

国
指
定
史
跡

小
金
井
一
里
塚

子育地蔵

コスモス畑

市指定文化財

市指定文化財

国
道
４
号
線

小
山
へ

宇
都
宮
へ

新
４
号
線

県
道
小
山
下
野
線

防
人
街
道

ふ

し

ひ

う

ぬ

ね

な

に

ほ

ま

と

す

そ

せ

芭蕉が寄った
室の八島
がある

寺の名にちなむ
大蛇済度物語が

伝わる

壬生藩の
調練場と
いわれる

聖武天皇・光明皇后・
行基菩薩の供養塔と

いわれる

奥の細道の道中、
芭蕉はこの辺りから
思川を渡って、
室の八島・日光を
めざした

奈良、平安時代に
於ける律令制下、

地方統制の中心として
設置された役所である

国府の近くに国分寺は
建立された

天平の丘公園内を
すがすがしくめぐる
旅はいかが

火
長
物
部
真
嶋
の一
首

　
松
の
木
の

　
並
た
る
見
れ
ば

　
家
人
の

　
我
れ
を
見
送
る
と

　
立
た
り
し
も
こ
ろ

　
　
犬
養
孝
　
書

県内最大級の
前方後円墳と
いわれる

秋にはサケが
遡上する

春には
菜の花が
咲き乱れる

夏はせせらぎで
遊べるよ

万葉に歌われた
花や木が植えられ、
その歌名板を設置

旧日光街道
壬生通り

ここを渡って
子を授かった
人もいる

　　撮影ポイント

日本三大桜の一つ
山梨県北杜市の
山高神代桜の
子孫樹

日本三大桜
の一つ

福島県三春町の
滝桜の子孫樹

日本三大桜の一つ
岐阜県本巣市
（旧根尾村）の
淡墨桜の子孫樹

樹齢数百年の
石割桜の子が
盛岡裁判所前から
やってきた

春：天平の花まつり
夏：しもつけ燈桜会
秋：天平の芋煮会が

開かれる

国分寺は奈良時代、
仏教の鎮護国家の思想によって、

全国推定68ヵ所に
建てられた官寺

僧寺と尼寺の二寺制がとられた

甲塚古墳で出土した遺物97点が、
国の重要文化財に指定されました

全国初の出土となった
機織形埴輪は、風土記の資料館で

見ることができる

安くて新鮮な
地元野菜を

求めるお客さんで
大にぎわい栃木ICから

花見ヶ岡

台林寺

喜沢へ

山野草群多し

小山市飯塚

国府・国分寺・国分尼寺・薬師寺の
下野四跡を結ぶ点と線

“ネットワーク”づくりがスタートして、
史跡の整備と史跡の路
実現に向っている

●下野いにしえネットワーク

尼寺跡は昭和39年に
発見され整備された
全国でもめずらしい
寺地を残している

360度見渡すことができる
北には男体山、東には筑波山、
周囲は豊かな田園風景

「あかねさす 紫野行
標野ゆき…」

相聞歌大海人皇子の
歌碑が400m西にある

小山市にかけて
406ヘクタール・
土地改良事業が
行われた

2016年５月に
旧３庁舎が
統合された

宇大農場跡
記念﨔
（語り部）

かやの木の
大木がある

ここの雨水は
都市下水路に
よって姿川
お使者ばしの
下へ排水
されている

日本の三戒壇の一つ
他に筑紫観世音寺・
奈良東大寺がある

孝謙天皇と
ゆかりの深い
弓削道鏡は

薬師寺別当として
赴任後まもなく
他界した

将軍の日光参詣のとき
御休憩所となった寺

（一社）下野市観光協会
が観光情報を
ご案内します

東北本線開通は
明治20年
小金井駅開設
同26年

悠久の翔
地元小平さんの

作品

故障したりした
電車まで急行し
修理をした
救援電車です
クモエ21001

下野市は平成18年、
南河内町・石橋町・国分寺町の3町の

合併により誕生しました
都心から約85㎞、栃木県の中南部に位置する本市は、

小金井駅・自治医大駅・石橋駅の3駅をもつ
JR宇都宮線、国道4号、新４号国道、北関東自動車道

などの充実した交通網によって
アクセスが容易となっております

　　　　　の地名は大字名（旧宿村名）

〒329-0414　栃木県下野市小金井3009-12
オアシスポッポ館内　TEL.0285-39-6900

※地図掲載内容は2018年2月時点の内容です。
　発行後に内容が変更になることがありますのでご了承ください。

明治17年
旧日光街道の東側に
国道4号が造られたため
一里塚は残りました

困窮の村民に
藩米を分け与え
救った人と
伝えられる

多目的広場
芝生公園で
遊べるよ

一番
早咲きの
妙満寺桜

恐竜が
いるよ！

・大浴場
・露天風呂
・ジャグジー
・低温サウナ等

　　　　　　駅から矢印の
　　　　　方向に進もう
　　田園風景も

いいよ

淡墨桜は9本
岐阜県本巣市
（旧根尾村）が
生みの親

3月下旬に咲く

昔、お祭りに芝居・競馬が
行われ、近在から
引きもきらない人で
賑わったといわれる

橋の
由来あり

笹原

小金井北

川中子

下 野 市 観 光 協 会

いかつち

くれない

むらさき

スタート

サイクリングおすすめコース

園内コース
お使者橋コース
箕輪橋コース

…………約2㎞
……約6㎞
……約11㎞

祇園
小学校

南河内
第二中学校

緑小学校

東
北
自
動
車
道

日光
福島

宇都宮
東武

鹿沼IC

栃木IC

栃木都賀JCT

大谷
日光

粟野

結城
喜沢

上野 春日部

足利

小山

栃木

水戸

岩瀬小金井駅

茂木
宇都宮・上三川IC

北関東自動車道壬生IC

石橋駅
自治医大駅

壬生

国谷

おもちゃのまち

下野国分寺跡

真岡

新栃木

119

４

新4

294

352

50

小金井北
交差点



あいうえおかきくけこさしすせそたちつてとなにぬねのはひふへほま

　こ
の
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
は
、わ
が
ま
ち
の
再
発
見
を

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、天
平
の
丘
周
辺
の
史
跡
、

名
所
、施
設
、歌
碑
、樹
木
に
掛
け
た
万
葉
銘
板
、由

来
な
ど
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　せ
っ
か
く
の
機
会
に
、平
地
林
の
中
で
本
市
の
情

緒
を
味
わ
い
な
が
ら
、静
か
に
歩
い
て
季
節
を
感
じ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　お
友
達
を
お
誘
い
の
う
え
、ま
た
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　み
な
さ
ん
よ
う
こ
そ
、

天
平
の
丘
に
お
い
で
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　表
紙
マ
ッ
プ
を
ご
覧
の

よ
う
に
、こ
の
天
平
の
丘 

一帯
は
、天
平
十
三
年（
七

四
一
年
）に
聖
武
天
皇
の

詔
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た

「
国
分
寺
跡
」を
有
し
、

周
辺
は
歴
史
的
環
境
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
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潮
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ぬ
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い

5

▼

　（
常
葉
亭
と
万
葉
園
）

橘
は
　実
さ
へ
花
さ
へ
　そ
の
葉
さ
へ

枝
に
霜
降
れ
ど
　い
や
常
葉
の
木

六
ノ一〇
〇
九

　聖
武
天
皇

た
ち
ば
な

　
え

6

■

　ホ
ト
ト
ギ
ス
草

い
に
し
へ
に
　恋
ふ
ら
む
鳥
は
　時
鳥

け
だ
し
や
　鳴
き
し
　我
が
恋
ふ
る
ご
と

一ノ一一二
　額
田

　王

　
　
　
　
　
　
　

7

■

　平
成
の
丘

君
待
つ
と
　我
が
恋
ひ
居
れ
ば
　我
が
宿
の

簾
動
か
し
　秋
の
風
吹
く

四
ノ
四
八
八
　額
田

　王

す
だ
れ

8

▼

　（
国
見
山
）

大
和
に
は
　群
山
あ
れ
ど
　と
り
よ
ろ
ふ

天
の
香
具
山

　登
り
立
ち
　国
見
を

す
れ
ば
　国
原
は
煙
立
ち
立
つ

海
原
は
鴎
立
ち
立
つ
　う
ま
し
国
ぞ

蜻
蛉
島

　大
和
の
国
は

　※

蜻
蛉
島=

大
和
の
枕
詞
で
、豊
か
さ
に
対
す
る
賛
美

一ノ
二
　舒
明
天
皇

   

あ 

き 

づ

▼

　（
銭
石
）

平
成
二
年
七
月
二
十
日

　造
成
中

　地
下
に
眠
っ
て
い
た
渡

来
銭
、開
元
通
宝
な
ど
五
十
九
種一二
四
四一枚
が
出
土
し
た
。

丘
の
頂
き
に
銭
石（
筑
波
石
）が
据
え
て
あ
る
。登
口
で
柏
手
打

て
ば
招
福
の
音
が
す
る
。

　
　
　
　
　
　

9

■

　銀
橋

銀
も
金
も
玉
も
何
せ
む
に
ま
さ
れ
る
宝

子
に
し
か
め
や
も

五
ノ
八
〇
三

　山
上 

憶
良

し
ろ
が
ね
　
　
く
が
ね

10

も
の
の
ふ
の
　八
十
娘
子
ら
が
　汲
み
乱
ふ

寺
井
の
上
の
　堅
香
子
の
花一九

ノ
四一四
三

　大
伴 

家
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

や
そ
　
　
　
お
と
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

ま
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
　 

か
　
　
ご

む
ら
さ
き

と
こ
　
　
は

し
ろ
が
ね

11

■

　犬
養
孝
万
葉
歌
碑（
さ
し
絵
の
原
文
直
筆
）

松
の
木
の
　並
み
た
る
見
れ
ば
　家
人
の

我
れ
を
見
送
る
と
　立
た
り
し
も
こ
ろ

巻
二
〇
ノ
四
三
七
五

　
　
　

下
野
火
長

　物
部 

真
嶋

　
　
　
　
　
　  

け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
は
　
び
と

24

▼

　（
土
地
改
良
記
念
碑
）

美
田
に
な
っ
た
広
い
地
域
を
眺
め
る
姿
亭
の
脇
に
、

ユ
ニ
ー
ク
な『
姿
川
東
部
土
地
改
良
記
念
碑
』が
建
つ
。

太
郎
君
も
花
子
さ
ん
も

赤
ん
坊
は
み
ん
な

田
ん
ぼ
で
母
さ
ん
か
ら

オ
ッ
パ
イ
を
も
ら
っ
た
の
さ
。

そ
の
時「
い
そ
が
し
い
ん
だ
か
ら

早
く
飲
め
」っ
て

い
わ
れ
た
ん
だ
よ
。

　
　
　
　
　

■

　薫
大
将

山
法
師
と
い
う
樹
が
明
日
香
川
玉
橋
の
た
も
と
に
あ
る
。

東
京
練
馬
在
住
の
文
学
博
士
小
山
敦
子
氏
が
命
名
。

源
氏
物
語

　
　
　
　
　

12

■

　拾
珠
亭

我
が
欲
り
し
　野
島
は
見
せ
つ
　底
深
き

阿
胡
根
の
浦
の
　玉
ぞ
拾
は
ぬ

一ノ一二
　中
皇
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

な
か
つ
す
め
ら
み
こ
と

13

■

　修
学
の
門

下
つ
毛
野

　み
か
も
の
山
の
　小
楢
の
す

ま
麗
し
児
ろ
は
　誰
が
笥
か
持
た
む

一四
ノ
三
四
二
四

　東
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

な
ら

　
　
　
ぐ
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

あ
ず
ま

22

■

　夜
明
け
前（
民
俗
資
料
館
）

市
内
の
古
い
民
家
を
移
築
。農
民
の
生
活
の
知
恵
、文
化
と
農

道
具
展
示
。〝
木
曽
路
は
す
べ
て
山
の
中
で
あ
る
〞島
崎
藤
村
の

小
説「
夜
明
け
前
」か
ら
借
名
。家
の
前
に〝
坊
ち
ゃ
ん
列
車
〞

の
停
車
場
あ
り
、春
秋
の
花
ま
つ
り
期
運
行
。

　
　
　
　
　

■

　姿
亭（
姿
川
お
使
者
橋=

紅
橋
）

▼

　（
芝
桜
）

桜
の
花
と
と
も
に
、春
は
姿
川
の
土
手
に
、芝
桜
の
帯
が
見
ご

と
で
、し
ば
し
旅
人
の
足
を
と
め
る
。橋
の
た
も
と
に
姿
亭
が
あ

る
。上
流
の
宮
前
橋
、箕
輪
橋
の
た
も
と
も
芝
桜
の
絨
毯
と
な

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゅ
う
た
ん

19

■

　秋
山
亭（
研
修
室
）

冬
こ
も
り

　春
さ
り
来
れ
ば
　鳴
か
ず
あ
り
し
　鳥
も

来
鳴
き
ぬ
　咲
か
ず
あ
り
し
　花
も
咲
け
れ
ど
　山
を

茂
み
入
り
て
も
取
ら
ず

　草
深
み
　取
り
て
も
見
ず

　

秋
山
の
　木
の
葉
を
見
て
は
　黄
葉
を
ば
　取
り
て
ぞ

偲
ぶ
　青
き
を
ば
　置
き
て
ぞ
嘆
く

　そ
こ
し
恨
め
し

秋
山
我
れ
は

一ノ一六
　額
田

　王

　
　
　
　
　

14

紅
は
　う
つ
ろ
う
も
の
ぞ

　橡
の

な
れ
に
し
衣
に
　な
ほ
し
か
め
や
も

一八
ノ
四一〇
九

　大
伴 

家
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
る
は
み

15

白
露
と
　秋
萩
と
に
は
　恋
ひ
乱
れ

別
く
こ
と
か
た
き

　我
が
心
か
も

一〇
ノ
二一七一
　よ
み
人
知
ら
ず

　
わ

17

我
が
や
ど
の
　い
笹
群
竹

　吹
く
風
の

音
の
か
そ
け
き

　こ
の
夕
べ
か
も

一九
ノ
四
二
九一
　大
伴 

家
持

　
　
　
　
　

18

家
に
あ
れ
ば
　笥
に
盛
る
飯
を
　草
枕

旅
に
し
あ
れ
ば
　椎
の
葉
に
盛
る二

ノ一四
二
　有
間
皇
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

し
い

16

■

　万
葉
植
物
園

夏
の
野
の
　し
げ
み
に
咲
け
る
　姫
百
合
の

知
ら
え
ぬ
恋
は
　苦
し
き
も
の
ぞ

八
ノ一五
〇
〇

　大
伴
坂
上
郎
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

さ
か
の
う
え
の
　 
い
ら
つ
め

■

　山
桜
群（
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
）

天
平
の
丘
公
園
内
に
原
生
し
て
い
た
山
桜
に
近
在
の
愛

好
家
に
よ
り
次
の
よ
う
な
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

ゆ
め
ざ
く
ら

光 

源 

氏 

・ 

空

　蝉 

・ 

式
部
ざ
く
ら

大
弐
三
位 

・ 

夕

　霧 

な
ど

20

■

　防
人
街
道

霰
降
り

　鹿
島
の
神
を
　祈
り
つ
つ

皇
御
軍
士
に
　我
れ
は
来
に
し
を

二
〇
ノ
四
三
七
〇

　常
陸

　大
舎
人
部
千
文

あ
ら
れ

す
め
ら
　
み
　
　
ぐ
　
　 

さ

21

筑
波
嶺
の
　さ
百
合
の
花
の
　夜
床
に
も

愛
し
け
妹
ぞ

　昼
も
愛
し
け

二
〇
ノ
四
三
六
九

　同
人

 

か
な

註
・
防
人
は
三
年
間
九
州
の
要
地
を
警
備
す
る
た
め
諸
国

か
ら
徴
兵
さ
れ
た
。「
崎
守
」と
も
い
う
こ
と
か
ら
辺
境

の
守
り
に
つ
い
て
い
た
。

　・防
人
と
し
て
太
宰
府
に
赴
く
途
次
、松
の
並
木
を
見
る

た
び
に
、そ
れ
が
故
郷
を
発
つ
と
き
家
族
や
見
送
り
の
人

た
ち
が
立
ち
並
ん
で
送
っ
て
く
れ
た
情
景
の
如
く
思
え

る
。
　※

も
こ
ろ=

如
く・の
よ
う
だ

一節…

淡
墨
桜（
岐
阜
県
本
巣
市（
旧
根
尾
村
）に
あ
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン
の
子
）三
月
下
旬
開
花

山
高
神
代
桜（
山
梨
県
北
杜
市
に
あ
る
樹
齢
二
千
年
と
も
い
わ
れ
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン
の
子
）

三
春
の
滝
桜（
福
島
県
三
春
町
に
あ
る
八
百
余
年
の
子
）し
だ
れ

石
割
桜（
盛
岡
市
裁
判
所
前
の
子
）夜
明
け
前

八
重
桜（
普
賢
像
、大
島
桜
、右
近
桜
な
ど
）

芝
桜（
紫
草
塚・山
ノ
神
塚・姿
川
）

ツ
ツ
ジ・カ
タ
ク
リ・ボ
タ
ン

フ
ジ（
子
宝
橋
）・山
法
師・エ
ゴ（
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
木
）

稚
児
ユ
リ・ギ
ボ
ウ
シ・サ
ル
ス
ベ
リ・ハ
ス

リ
ン
ド
ウ・萩・十
月
桜

紅
葉・ヤ
ブ
コ
ウ
ジ

春
●

初
夏
●

夏
●

秋
●

冬
●

天
平
の
丘
周
辺
花
だ
よ
り

　こ
な
ら
、く
ぬ
ぎ
、え
ご
の
木
あ
り
。山

桜
、杉
、ひ
の
き
あ
り
、つ
つ
じ
、た
い
さ
ん

ぼ
く
あ
り
。手
を
加
え
な
い
先
祖
か
ら
の
自

然
木
の
合
間
に
生
息
す
る
ギ
ボ
ウ
シ
、稚
児

ゆ
り
、ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
が
芽
を
出
す
。静
寂
の

中
に
小
鳥
の
さ
え
ず
り
、蝉
し
ぐ
れ
、昆
虫

の
さ
さ
や
き

が
聞
こ
え
て

く
る
。

　花
の
祭
り

の
ざ
わ
め
き

も
、自
然
に

と
け
て
林
の

中
は
、人
の

心
を
い
や

す
。

自
然
の
恵
み

天
平
の
丘
周
辺
文
化
財
散
歩

下
野
国
分
寺
跡

下
野
国
分
尼
寺
跡

小
金
井
一
里
塚

丸

塚

古

墳

愛
宕
塚
古
墳

山
王
塚
古
墳

甲

塚

古

墳

オ
ト
カ
塚
古
墳

釈
迦
如
来
坐
像

五

輪

塔

五

輪

塔

金

井

神

社

八

幡

宮

三

嶋

神

社

稲

荷

神

社

磐
裂
根
裂
神
社

鷲

宮

神

社

川

西

神

社

愛

宕

神

社

竜

神

社

星

宮

神

社

諏

訪

神

社

宮

路

神

社

三

光

神

社

箕

輪

城

跡

蓮

華

寺

慈

眼

寺

蓮

行

寺

国

分

寺

成

就

院

古
泉
観
音
様

金
光
明
四
天
王
護
国
之
寺

法
華
滅
罪
之
寺

旧
日
光
街
道・日
本
橋
よ
り
二
十
二
里

有
段
式
円
墳

前
方
後
円
墳

　
　〃

帆
立
貝
式
古
墳

前
方
後
円
墳

定
朝
様
式（
国
分
寺
境
内
）

伝・聖
武
天
皇・光
明
皇
后・行
基
菩
薩

伝・紫
式
部
の
墓

本
殿
彫
刻

　
　〃

　
　
　
　 小
　金
　井

　
　
　
　 笹
　原

　
　
　
　 箕
　輪（
虚
空
蔵
様
）

　
　
　
　 

　〃

　
　
　
　 川
　中
　子

　
　
　
　 国
　分
　寺

　
　
　
　 紫

　
　
　
　 柴

　
　
　
　 

　〃

　
　
　
　 

　〃

　
　
　
　 

　〃

中
世
城
館

浄
土
真
宗（
国
分
寺
）
　大
蛇
済
度
物
語

真
言
宗
智
山
派（
小
金
井
）

日
蓮
正
宗
　
　（
　〃
　）

真
言
宗
豊
山
派（
国
分
寺
）

　〃
　智
山
派（
川
名
子
）

馬
頭
観
音
　
　（
　〃
　）

国
指
定

　〃

　

　〃

　

県
指
定

　〃

　

市
指
定

　〃

　

　〃

　

　〃

　

　〃

　

旧日光街道

高速道路　　　天平の丘　連絡路

栃木市

小山市

壬生町

大光寺橋
渡ると

国分寺です

早くわかりやすい道

この道も可

国府南小

下野国庁跡

星宮神社

宇都宮

壬生

大神神社
室の八島

総社町
大光寺橋

愛宕神社
国分寺

尼寺跡下野国分寺跡

御使者橋

琵琶塚古墳

摩利支天塚古墳

宮前橋
4号へ

4号へ小山

蔓巻公園

バ
イ
パ
ス

姿
川

思

　川

広
域
農
道
50
号
へ

岩槻

吹上町

壬生IC

栃木IC

イオン

野州平川

新栃木

野州大塚

栃木（東武）

思川

今泉町

合戦場

栃木（JR）

大町

箱森町

平柳町古宿

平柳町

福島

都賀IC

北関東自動車道
栃木都賀JCT地点

東
北
自
動
車
道


